
地域防災力の強化

自助・共助の強化

被災時に逃げられる体力・身体能力

被災時に周りの人を助ける力

避難生活を乗り越える力

楽しみながら自然と防災知識・行動が身につく
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スポーツ × 防災によって生まれる価値

「防災に必要な知識を学ぶ」、「災害発生時に逃げる・周りを助ける」といったことを
楽しく体を動かしながら自然と学び・身に着けることができないか・・・

✓ 国民の防災力向上にスポーツが貢献できるのではないか
✓ 防災に役立つというスポーツの新たな価値を生み出せるのではないか

スポーツがもつ力

楽しさ、レクリエーション

競技性

スポーツのもつ力

体力の維持向上

ロコモ・フレイルの予防、腰痛・関節痛の軽減

ストレス軽減、リフレッシュ

年齢・性別・文化・言語を超えたコミュニケーション

チームワークの形成

「あつまり」「ともに」「つながる」ちから

防災力の向上



＜特徴＞
＊ 体を動かす複数のミッションに挑戦しながら「判断力・行動力・協力意識」を自然に身につけるスポーツを通
じた体験型防災教育プログラム

＊ 従来の防災訓練とは異なり、スポーツが持つ競技性・ゲーム性の要素を取り入れることで参加者の意欲を
高め、記憶に残る学習体験を提供

＜３つの狙い＞
①行動につながる防災理解の実現

⇒ 体を動かす体験を通じて、防災を「知っている」状態から「実際に行動できるイメージが持てる」状態へつなげる。

②対象に応じた防災力の育成
⇒ 青少年には防災への関心と体感的な理解を、地域住民には現実的な判断力と実行力を重視し、対象に応じた学びを

提供する。

③共助を前提とした防災意識の醸成
⇒ 協力して行動する体験を通じて、災害時に必要な共助や役割分担の大切さを学ぶ。
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スポーツを通じた体験型防災教育プログラム＝PLAY BOSAI
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PLAY BOSAIの主な種目例①
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PLAY BOSAIの主な種目例②



身体を動かした実感

８割超
８割以上が「身体を動かした」と回答。

スポーツへの関心向上

９割
９割が「運動・スポーツへの関心が高まった」と回答。

プログラムの満足度

９割超
９割以上がこれまでの防災イベントと比較して「楽し
かった/どちらかといえば楽しかった」と回答。

その他の主なアンケート結果

5
その他（自由記述）

特にない
テレビやインターネットなど通して防災に関する情報収集

地域の人たちとも日頃からコミュニケーションをとる
防災訓練・イベントに参加する

避難する際に必要な防災用品を準備する
生活圏における避難場所・避難経路を決めておく

避難行動について家族と共有する
避難する際に体が動くように日頃から運動を行う
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50

138

173

190

239

244

446

545

今後、防災に関して取り組んでみたいことはありますか
（複数回答可）(1,001人)

その他（自由記述）
特にない

避難の際に助けるべき人を知ること
地域の人たちと助け合う大切さを知ること
避難する際に必要な防災用品を知ること

災害時に家族や友人と協力する大切さを知ること
災害時に必要な体の動かし方を知ること

スポーツの動きが防災にもつながることを知ること
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55

130

225

317

382

523

792

イベントに参加して、どのような事が防災に役立つ・学び
になったと思いましたか（複数回答可）(1,375人)

参加者アンケート結果



 PLAY BOSAIの確立

→ 全国各地での実践と効果測定
→ プログラム（種目）の確立

 全国普及に向けた体制構築

→ 担い手の育成（教育カリキュラム作成、関係団体と連携した育成体制の構築）

 地方公共団体・地域の防災関連団体・スポーツ団体・学校・企業等との連携

→ 全国の地域防災活動での活用
→ 地域スポーツ団体・スポーツチーム・クラブ活動等との連携
→ 学校行事などでの活用
→ 地域の各種イベントでの活用
→ 企業の防災訓練やスポーツイベントでの活用
→ 民間スポーツ施設との連携
→ 地元商店街や商業施設との連携 など

全国普及・社会実装に向けて（今後の展開）
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